
  



 

  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

3 火 大西・西村

坪内・原田

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮　杉

8 日 雀友会(健康麻雀） 12：45～16：00 藤城の家よりみち 松　村

10 火 G・G　練習 河本・今川

13 金 G・G夏季大会 野間・小園

万帖敷町自治会館

17 火 藤井夫妻

細川・坂田

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮　杉

24 火 松村・佐々木

27 金 三宅・瀬田

15 日
役員会は10：30～お世話役様懇親会は11：30～

20 金

鈴木・高橋

北堀公園

G・G　練習 9:30～ 北堀公園

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　7　年　6 月

6 金

G・G　練習 9:30～ 北堀公園

9:30～ 北堀公園

役員会＆お世話役様懇親会

G・G　練習 9:30～
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催
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庶
務
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鈴
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美
恵
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時
：
令
和
７
年
６
月
15
日
（
日
）
午
前
11
時
30
分
～ 

 
 
 
 
 
 
 

（
役
員
会
は
10
時
30
分
） 

場 

所
：
万
帖
敷
会
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出
席
者
：
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及
び
お
世
話
係
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皆
様
に
は
日
頃
大
変
ご
苦
労
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
お
礼
と
顔
つ
な
ぎ

を
か
ね
ま
し
て
、
役
員
と
の
合
同
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

庶
務
部 

鈴
木 

美
恵
子 

中
部 

１-

１ 
 

 

渡
辺 

広
志 

様 
 

 

八
島
町 

伏見区老連 会報 第 100号の 7ページに、「藤城連合実年会

の活動」についての記事が掲載されています。私たちの取り組

みや魅力が詰まった内容となっていますので、ぜひご一読くだ

さい。お手にとって、じっくりご覧いただければ幸いです。 
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  藤城ニューフレンドだより

健康部　岩崎徳次

＊　４月１７日（木）淀競馬場公園で行われた健友会グラウンド・ゴルフ大会に８名が参加。

　　当クラブの野間康男さんが４位入賞を果たされました。

＊　５月１５日（木）岩倉東公園にて開催の令和７年度

　　ねんりんピック京都市予選会に６名が参加しました。

　　結果は３ゲーム合計４０８点で、優勝は

　　出来ませんでしたが楽しく頑張らせて頂きました。

＊　６月１３日は夏季大会です。今までは男女別に表彰していましたが、今年度は試

　　みに男女別を廃止して得点を競うことで実施します。ハンデの方法も変更し優勝者

　　３点、２位２点、３位１点のハンデを設定します。なおハンデについては次回の大会

　　終了後に１点を減じることとします。また、６年度までのハンデは一旦全員０点とします。

　　女性については体力差を考慮し当日のスコアから１ゲームにつき１点を減じます。

男性 　　　　　令和７年 ４月 グラウンド・ゴルフ成績表

開催日 参加者 平均スコア H-1                                                                 ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

11 9 22.04 5 藤井③　河本　野間

18 12 22.16 5 石原　岩崎　坪内　細川　渡辺

25 9 21.85 2 大西　野間

計3日 30人 22.03 12

女性

開催日 参加者 平均スコア H-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

11 12 22.83 4 今井、瀬田　西出　藤井

18 11 23.03 7 小園③　高橋②　今川　西出

25 14 22.92 4 小園②　西出　原田

計3日 37人 22.92 15

＊　４月は残念ながら天候不良等のため３回のみの練習でしたが、出席人数は増え、

　　ますますにぎやかに楽しむことができました。

＊　今年度から毎月のベストスコア及び最多ホールイン１の表彰については中止します。

＊　上半期、下半期および年間のベストスコア獲得者と最多ホールイン１獲得者表彰は

　 　引き続き実施します。ただし「表彰状」の授与については廃止します。

＊　伏見区老連グラウンド・ゴルフ大会と深草カップグラウンド・ゴルフ大会の結果については

　　 ７月号で報告します。

＊　この度、六躰町の上西豊一さんが新規入部されました。また大山町の西出有里さんが

　 　再入部されました。
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すこやかクラブ京都 若手委員会 

新緑の山科疏水ウォーキング 
担当 山科区老人クラブ連合会 若手委員会 

古代・中世・近代の歴史を感じながら、少し変化のある歩きやすく楽しいコースです。 

開催日時 令和 7年 6月 17日(火) 雨天決行 

集合時間 午前 9時 45分（午前 10時頃出発） 

集合場所 天智天皇陵 

コース   天智天皇陵―山科疏水べりー洛東高校―毘沙門堂―一燈園 

―四ノ宮地蔵（徳林庵）―山科駅（解散） 

髙橋は、参加します。参加ご希望の方は、（090-4641-0777）まで。一緒に行

きましょう。 

2025年 5月 15日京都新聞朝刊より 

北
堀
公
園
に
水
の
流
れ
が
戻
り
ま
し
た 

藤
城
学
区
市
政
協
力
委
員
連
絡
協
議
会 

会
長 

松
井
順
子 

地
域
の
皆
さ
ま
が
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
北
堀
公
園
に
、
つ

い
に
水
の
流
れ
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
、
自
然
の
息
吹
を
体

感
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
水
の
流
れ
の
復
活
に
は
、
日
頃
か
ら
公
園
を
美
し
く
保
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
「
み
ど
り
の
会
伏
見
桃
山
」（
岡
村
会
長
・万
帖
敷
町
）
の
皆
さ
ん
の
力
が

大
き
く
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
以
前
よ
り
市
政
協
力
委
員
連
絡
協
議

会
を
通
じ
て
「
地
域
要
望
」
と
し
て
京
都
市
に
届
け
て
い
た
も
の
の
、
実
現
ま
で

は
道
の
り
が
遠
く
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。 

そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
変
化
は
大
き
な
一
歩
で
す
。
い
つ
か
こ
の
流
れ
に
ホ

タ
ル
が
舞
う
よ
う
に

な
れ
ば
…
そ
ん
な
夢

も
ふ
く
ら
み
ま
す
。 

 

地
域
の
憩
い
の
場
と

し
て
、
北
堀
公
園
が

ま
す
ま
す
多
く
の
人

に
と
っ
て
大
切
な
場

所
に
な
り
ま
す
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
。 

ご案内 
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  初
夏
の
桂
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

京
奈
和
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
を
歩
く 

兜
山
町 

高
橋 

猛 

５
月
２
０
日
（
火
）
、
嵐
山
河
川
広
場
か
ら
桂
川
河
川
敷
を
通
る

京
奈
和
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
を
歩
き
、
ゴ
ー
ル
の
西
京
極
総
合

運
動
公
園
を
目
指
し
ま
し
た
。
全
長
約
５
・
２
ｋ
ｍ
の
道
の
り
を
、

実
際
に
は
１
時
間
３
０
分
ほ
ど
か
け
て
歩
き
ま
し
た
（予
定
で
は
約

２
時
間
）
。
参
加
者
は
総
勢
６
３
１
名
、
伏
見
か
ら
は
２
９
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

集
合
場
所
の
嵐
山
河
川
広
場
ま
で
は
、
藤
城
か
ら
様
々
な
ル
ー

ト
が
あ
り
、
時
間
的
に
余
裕
を
持
っ
た
私
た
ち
は
、
Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄
・

阪
急
・
市
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
冒
険
気
分
を

味
わ
い
ま
し
た
。
た
だ
、
集
合
場
所
に
向
か
う
途
中
の
バ
ス
が
大
渋

滞
で
、
集
合
時
間
に
間
に
合
う
か
少
し
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た
。 

渡
月
橋
周
辺
は
、
外
国
の
観
光
客
や
修
学
旅
行
生
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。 

当
日
は
３
０
度
を
超
え
る
暑
さ
と
な
り
、
申
込
者
数
よ
り
少
な

い
人
数
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。
道
中
、
日
陰
は
橋
の

下
に
限
ら
れ
、
３
つ
の
橋
の
下
で
給
水
を
取
り
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。
遠
く
の
景
色
は
黄
砂
の
影
響
か
霞
ん
で
い
ま
し
た
が
、
沿
道
に

は
色
と
り
ど
り
の
花
や
農
作
物
が
見
ら
れ
、
風
情
の
あ
る
風
景
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
時
折
吹
く
風
が
心
地
よ
く
、
暑
さ
を
少
し
和

ら
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

歩
く
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
お
話
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
南
区
隊
に
参
加
さ
れ
た
藤
城
の
方
と
も

出
会
う
こ
と
が
で
き
、
次
回
は
ぜ
ひ
伏
見
区
隊
で
一
緒
に
歩
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
暑
さ
の
中
で
の
行
程
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
然

と
交
流
を
楽
し
め
た
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 
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営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 

「
藤
城
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
事
業
紹
介 

藤
城
学
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

宮 

杉 

曠 

介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
た
め
の
事
業
、
す
こ
や
か
学

級
を
令
和
７
年
５
月
８
日
（
木
）に
「藤
城
の
家
」・よ
り
み
ち
・

に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
参
加
者
が
３
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
て
座
り
カ
ル
タ
取
り
を
し
ま
し
た
。
カ
ル
タ
は
京

都
伏
見
の
名
所
・名
物
を
詠
っ
た
「
伏
見
～
る
か
る
た
」で
す
。 

各
テ
ー
ブ
ル
が
６
０
枚
の
絵
札
に
賑
や
か
に
挑
戦
し
ま
し

た
。 

二
つ
目
の
ゲ
ー
ム
は
世
界
地
図
や
国
旗
の
パ

ズ
ル
を
行
い
ま
し
た
。
小
さ
な
パ
ズ
ル
盤
に
４

人
が
集
中
し
て
パ
ズ
ル
の
完
成
を
め
ざ
し
て
大

奮
闘
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

第
三
木
曜
日
５
月
１
５
日
は
ク
ラ
フ
ト
で

す
。
伸
縮
性
の
あ
る
布
を
型
紙
で
切
り
抜
き
針

を
使
っ
て
袋
縫
い
を
し
て
、
中
に
洗
濯
用
の
ク

リ
ッ
プ
と
綿
花
を
入
れ
て
形
を
整
え
、
お
鼻
と

丸
い
尻
尾
と
首
飾
り
を
貼
り
付
け
て
完
成
で

す
。
手
の
部
分
が
ク
リ
ッ
プ
で
す
の
で
何
処
に

で
も
付
け
ら
れ
そ
う
で
す
。 
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昭和クイズ （出題：三宅淳之）  （答えは 16ページに） 

第１問 

海援隊、THE MODS、長渕剛、甲斐バ

ンド、チューリップ、鮎川誠（サンハウス/

シーナ&ロケッツ）石橋凌（ARB）、チャ

ゲ&飛鳥…まだまだ多くの有名アーティ

ストが下積み時代に歌を歌う場として利

用していたライブ喫茶の名前、ご存知で

すか？ 漢字間違いしやすいです。 

第２問 

昭和 31 年 7 月に発表された経済白書

の副題の問題です。 

戦後の日本の復興が終了したとして、ど

んな副題がつけられていたでしょうか？

流行語にもなったそうです。 

第３問 

女性アクションスターの志穂美悦子さ

ん、ジャパンアクションクラブの女優とし

て、数々のドラマや映画で数え切れない

ほどのスタントをこなしていましたが、

撮影中生まれて初めて骨折を経験しま

した。相手役は誰だったでしょうか？ 

 

第４問 

昭和 33 年から始まった音楽バラエティ

番組でザ・ピーナッツとハナ肇とクレイジ

ーキャツのW主演の音楽バラエティショ

ーのテレビ番組タイトルは何でしょう

か？ 

第５問 

昭和 61 年の紅白歌合戦、トップバッタ

ーの少年隊が歌い始めようとした時、司

会の加山雄三さんが曲名紹介で『仮面舞

踏会』というところを間違ってしまいま

した。加山雄三さんは何と言ったでしょ

うか？ 

第６問 

「苦労と書いて幸せと読み いつも笑顔

でついてくる」から始まる歌のタイトル

…思い出せますか？ 

第７問 

サントリーオールドウイスキーのコマーシ

ャルで「少し愛して 長〜く愛して」と言

っていた女優さんの名前、思い出せます

か？ 

 

鳥羽高校男子バスケットボールトレーナー 

バスケットボール京都府代表チームトレーナー（少年男子） 2023・2024 

北田 義博 
京都市南区梅小路通大宮東入古御旅町 223 番地 

ＴＥＬ 090-8192-3709 
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  鯖
街
道
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

５
月
１
８
日
、
雨
予
報
が
曇
り
予
報
に
変
わ
り
、
つ
い
に
晴
れ
予

報
に
変
わ
っ
た
。 

そ
の
日
は
、
近
隣
の
友
人
か
ら
の
声
か
け
が
あ
り
、
鯖
街
道
ウ
ル

ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の
エ
イ
ド
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
以
前
か
ら
一
緒
に
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て

い
る
友
人
夫
妻
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

朝
７
時
、
出
町
柳
駅
に
集
合
。
４
台
の
車
に
１
３
人
の
メ
ン
バ
ー

が
乗
っ
て
現
地
に
向
か
う
。
エ
イ
ド
と
は
ラ
ン
ナ
ー
が
水
分
や
果
物

な
ど
を
補
給
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。
約
１
０
０
０
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
早
朝
６
時
に
小
浜
を
出
発
、
鯖
街
道
に
沿
っ
て
約
７
７

Ｋ
ｍ
を
走
り
、
出
町
柳
三
角
州
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
大
変
過
酷
な
レ

ー
ス
で
す
。
平
坦
な
道
も
あ
る
が
幾
つ
か
の
山
を
越
え
る
ハ
ー
ド
な

マ
ラ
ソ
ン
で
す
。 

私
た
ち
が
エ
イ
ド
の
活
動
を
す
る
場
所
は
二
ノ
谷
と
い
う
所
で

す
。
出
町
柳
を
出
発
、
大
原
に
入
り
高
野
川
沿
い
（若
狭
路
）を
走

り
、
か
な
り
の
距
離
を
移
動
し
、
左
に
方
向
転
換
、
そ
の
あ
た
り
か

ら
は
山
道
を
奥
に
進
む
。
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
連
続
。
徐
々
に
道
幅

は
狭
く
な
り
対
向
車
が
来
れ
ば
離
合
困
難
な
道
に
入
る
。
す
ぐ
横

に
渓
流
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。
急
な
崖
が
道
路
ぎ
わ
ま
で
迫
る
。 

倒
木
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
り
、
今
に
も
崖
崩
れ
が
起
き
そ
う
な

道
を
一
時
間
近
く
走
る
。
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ

う
な
山
奥
深
い
、
ほ
と
ん
ど
人
の
生
活
の
空
気
を
感
じ
さ
せ
な
い
所

に
入
っ
て
い
き
ま
す
。 

二
ノ
谷
。
そ
れ
は
八
丁
平
と
い
う
名
の
湿
原
の
あ
る
の
ど
か
な

所
。
も
う
こ
れ
以
上
車
で
は
入
れ
な
い
所
。
２
～
３
時
間
、
登
れ
ば

皆
子
山
（京
都
で
一
番
高
い
山
）
に
到
達
で
き
る
。 

到
着
後
、
す
ぐ
に
チ
ー
ム
が
輪
に
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
エ
イ
ド

の
説
明
を
受
け
る
。
そ
し
て
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
水
分

補
給
の
た
め
の
水
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
、
バ
ナ
ナ
や
オ
レ
ン
ジ
、
パ
ン
な

ど
を
用
意
す
る
。
女
性
は
果
物
を
適
当
な
大
き
さ
に
切
る
。
男
性

は
重
い
も
の
を
運
ん
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
の
準
備
を
す
る
。 

飲
み
物
は
水
と
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
ほ
か
に
、
コ
ー
ラ
が
あ
る
。
走

っ
て
汗
を
か
い
た
後
に
飲
む
コ
ー
ラ
の
味
は
格
別
ら
し
い
。
「ビ
ー
ル

よ
り
美
味
し
い
」。
汗
ま
み
れ
の
ラ
ン
ナ
ー
達
が
叫
ぶ
。 

エ
イ
ド
の
テ
ン
ト
に
走
り
寄
り
、
水
や
コ
ー
ラ
を
口
に
す
る
瞬
間

を
見
て
、
私
は
何
と
も
言
え
な
い
喜
び
を
感
じ
た
。
私
は
飲
ま
な
い

の
に
、
と
て
も
美
味
し
そ
う
に
水
や
コ
ー
ラ
を
飲
む
ラ
ン
ナ
ー
の
気

持
ち
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
る
。
運
動
し
て
乾
い
た
喉
を
冷
た
い
ド
リ

ン
ク
が
通
る
そ
の
瞬
間
の
快
感
は
味
わ
っ
た
人
で
な
い
と
分
か
ら
な

い
。
５
０
Ｋ
ｍ
以
上
、
山
道
を
登
り
下
り
、
エ
イ
ド
に
た
ど
り
着
い
た

時
の
感
動
。
そ
し
て
喉
越
し
の
ド
リ
ン
ク
の
格
別
の
美
味
さ
は
何
も 
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の
に
も
代
え
が
た
い
。 

先
頭
の
ラ
ン
ナ
ー
は
断
ト
ツ
で
速
か
っ
た
。
続
く
二
位
、
三
位
の

ラ
ン
ナ
ー
と
は
お
そ
ら
く
１
Ｋ
ｍ
以
上
の
差
が
あ
っ
た
。 

大
き
な
集
団
が
到
着
す
る
ま
で
は
相
当
に
長
い
時
間
が
過
ぎ
て

い
た
。
１
０
０
０
人
近
い
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
た
が
１
０
０
人
以
上

の
方
が
途
中
で
断
念
。
八
丁
平
の
一
番
標
高
の
高
い
所
に
辿
り
着

く
長
い
上
り
坂
が
き
つ
い
。
そ
こ
で
精
魂
尽
き
果
て
た
走
者
が
何
人

も
お
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
前
日
の
雨
で
、
道
が
ぬ
か
る
み
、
転

倒
し
、
顔
も
腕
も
足
も
泥
だ
ら
け
の
ラ
ン
ナ
ー
も
多
く
い
ま
し
た
。 

い
く
つ
も
の
山
を
登
り
き
り
、
７
７
Ｋ
ｍ
を
走
破
す
る
。
平
坦
な

道
を
４
２
Ｋ
ｍ
走
る
マ
ラ
ソ
ン
で
さ
え
完
走
は
た
だ
ご
と
で
な
い
。

ま
し
て
山
を
い
く
つ
も
超
え
て
完
走
す
る
の
は
普
通
の
体
力
で
は

無
理
だ
。 

中
に
は
盲
目
の
ラ
ン
ナ
ー
も
。
伴
走
す
る
奥
様
も
視
力
が
弱
く
、

そ
ん
な
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
抱
え
て
、
二
人
で
・
・
・長
距
離
を
最
後
ま
で

走
り
抜
く
。
そ
の
姿
に
私
は
感
動
し
ま
し
た
。
二
人
を
繋
ぐ
短
い
紐

が
８
の
字
に
な
っ
て
目
の
前
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
紐
だ
け
で
奥
様

は
全
盲
の
旦
那
様
に
た
え
ず
寄
り
添
っ
て
何
時
間
も
走
り
続
け
ら

れ
た
。 

こ
れ
こ
そ
「
寄
り
添
う
」こ
と
の
本
当
の
意
味
で
あ
る
。
私
は
感

動
し
た
。
そ
の
ご
夫
婦
に
声
を
か
け
て
、
感
動
を
も
ら
っ
た
こ
と
、

元
気
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。 

体
力
の
限
界
を
超
え
て
力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

 

こ
の
エ
イ
ド
の
活
動
の
大
変
さ
と
、
や
り
が
い
の
大
き
さ
を
痛
い
程

に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
準
備
の
た
め
に
多
く
の
時
間
と
労

力
を
使
い
、
チ
ー
ム
を
指
揮
す
る
友
人
の
勇
壮
な
姿
も
見
事
で
し

た
。 

二ノ谷エイドボランティアチーム 

写真の真ん中の帽子の方（４人目 旧姓 兵頭さん）は 

１９９０年１月の大阪国際女子マラソンで２位になられた

方です。 
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【体
力
の
あ
る
う
ち
に
遠
く
に
行
く
事
で
運
が 

開
け
る
♪ 

初
の
韓
国
釜
山
で
感
じ
た
こ
と
】 

 

  

  

こ
ん
に
ち
は
！ 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
の
院
長
、
清
水
友
浩
で
す
。 

体
力
の
あ
る
う
ち
に
、
遠
く
に
行
こ
う
！ 

先
日
、
初
め
て
【韓
国
・釜
山
】に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
圏
の
国
々
に
は
何
度
か
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
韓
国
の

釜
山
は
初
。 

結
論
か
ら
言
う
と
…
… 

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
面
白
か
っ
た
！ 

そ
し
て
、
行
っ

て
よ
か
っ
た
！ 

改
め
て
思
い
ま
す
。 

「体
力
の
あ
る
う
ち
に
、
遠
く
に
行
く
と
、
運
が
開
け
る
！
」 

旅
行
の
目
的
は
“リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
”で
も
“グ
ル
メ
”で
も
“観
光
”で
も
、
何
で

も
Ｏ
Ｋ
。
で
も
、
自
分
の
普
段
の
暮
ら
し
と
は
違
う
「空
気
」「文
化
」「常
識
」

に
触
れ
る
こ
と
が
、
ど
れ
だ
け
人
間
の
感
性
と
感
度
を
磨
く
か
を
、
今
回
本

当
に
実
感
し
ま
し
た
。 

釜
山
は
ど
こ
か
日
本
に
似
て
い
る
街
？ 

韓
国
の
釜
山
は
、
地
理
的
に
も
日
本
に
と
て
も
近
く
、
空
港
か
ら
３
０
分 

も
走
れ
ば
、
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
“日
本
っ
ぽ
さ
”を
感
じ
る
街
並
み
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。 

道
路
の
作
り
や
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
、
建
物
の
雰
囲
気
な
ど
、
「あ
れ
？ 

こ

れ
大
阪
っ
ぽ
い
ぞ
？
」み
た
い
な
空
気
感
が
あ
り
ま
す
（笑
）。 

言
葉
が
違
う
だ
け
で
、
文
化
の
ベ
ー
ス
は
共
通
点
が
多
い
な
ぁ
と
感
じ
ま

し
た
。 

こ
れ
は
多
分
、
同
じ
ア
ジ
ア
圏
で
あ
り
、
四
季
の
あ
る
国
同
士
、
食
文
化

も
発
酵
系
が
多
い
こ
と
な
ど
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
と
違
う
！ 

釜
山
の
「面
白
か
っ
た
こ
と
」 

釜
山
を
歩
い
て
い
て
、
「え
っ
！
」と
思
っ
た
日
本
と
の
違
い
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
。 

○
車
の
ハ
ン
ド
ル
位
置
と
走
行
車
線
が
日
本
と
逆
！ 

初
め
て
見
る
と
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
ま
す
（笑
）。
タ
ク
シ
ー
乗
っ
た
ら
助
手

席
に
乗
ろ
う
と
し
て
運
転
席
だ
っ
た
…
な
ん
て
こ
と
も
。 

○
バ
イ
ク
は
ノ
ー
ヘ
ル
が
当
た
り
前
！
（た
ぶ
ん
） 

地
元
の
人
が
平
然
と
ノ
ー
ヘ
ル
で
走
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
。
安
全
第
一
！ 

○
大
韓
航
空
の
Ｃ
Ａ
（キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）さ
ん
が
や
た
ら
キ
レ
イ
！ 

こ
れ
、
な
ぜ
か
と
い
う
と
「航
空
会
社
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」な
ん
で
す
。

容
姿
や
清
潔
感
を
会
社
の
“顔
”と
し
て
、
か
な
り
意
識
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
日
本
の
「愛
嬌
と
丁
寧
さ
」に
対
し
て
、
韓
国
は
「見
た
目
と
印
象
」が

よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
印
象
。 

○
空
港
に
降
り
た
瞬
間
か
ら
キ
ム
チ
の
香
り
が
（笑
） 

空
気
に
発
酵
食
品
の
香
り
が
混
ざ
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

韓
国
の
“文
化
の
香
り
”。 

 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

  
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 
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で
も
こ
れ
、
日
本
人
も
気
を
つ
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
。 

日
本
人
も
、
外
国
人
か
ら
し
た
ら
「お
味
噌
と
お
醤
油
の
香
り
が
す
る

国
」か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
当
た
り
前
は
、
他
人
か
ら
す
る
と

異
文
化
。 

○
幹
線
道
路
の
す
ぐ
横
の
道
が
…
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
ガ
タ
ガ
タ
！ 

都
心
部
な
の
に
、
ま
る
で
オ
フ
ロ
ー
ド
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
優
先

順
位
や
、
都
市
開
発
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

そ
し
て
、
や
っ
ぱ
り
楽
し
み
は
…
【食
】！ 

さ
て
さ
て
、
や
っ
ぱ
り
旅
の
醍
醐
味
と
い
え
ば
「食
べ
物
」で
す
よ
ね
！ 

釜
山
は
本
当
に
海
鮮
が
美
味
し
い
！ 

今
回
は
、
こ
ん
な
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

○
ラ
ン
チ
編 

ペ
ク
ス
ク
（鶏
の
水
炊
き
） 

シ
ン
プ
ル
で
優
し
い
味
。
体
が
温
ま
る
～
！ 

オ
リ
プ
ル
コ
ギ
（鴨
の
プ
ル
コ
ギ
） 

甘
辛
い
タ
レ
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
鴨
肉
が
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
。 

○
デ
ィ
ナ
ー
編 

ヨ
ン
フ
ァ
リ
の
海
鮮
料
理 

活
き
の
良
さ
が
段
違
い
。
刺
身
（フ
ェ
）は
感
動
レ
ベ
ル
。 

ナ
ッ
コ
プ
セ 

タ
コ
・ホ
ル
モ
ン
・エ
ビ
を
甘
辛
く
炒
め
た
ス
タ
ミ
ナ
料
理
。 

○
そ
の
他
の
衝
撃
グ
ル
メ 

ヘ
ウ
ン
デ
の
雌
牛
カ
ル
ビ 

味
も
香
り
も
別
格
。
韓
国
焼
肉
、
や
っ
ぱ
り
う
ま
い
！ 

種
入
り
ホ
ッ
ト
ク
（屋
台
ス
イ
ー
ツ
） 

 

甘
く
て
も
ち
も
ち
。
小
腹
に
ピ
ッ
タ
リ
！ 

甘
辛
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン 

韓
国
ド
ラ
マ
に
出
て
く
る
や
つ
！ 

病
み
つ
き
。 

チ
ー
ズ
ハ
ッ
ト
グ
（
치
즈
핫
도
그

）

 

チ
ー
ズ
が
ビ
ヨ
～
ン
と
伸
び
て
、
写
真
映
え
も
抜
群
。 

釜
山
お
で
ん 

日
本
の
お
で
ん
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
、
出
汁
に
深
み
あ
り
。 

胃
も
た
れ
ゼ
ロ
の
秘
密
は
“前
菜
”に
あ
り
！ 

韓
国
料
理
の
魅
力
は
、
「メ
イ
ン
を
頼
む
前
に
、
前
菜
が
５
～
６
種
類
以

上
出
て
く
る
こ
と
」。 

し
か
も
こ
れ
、**

無
料
（サ
ー
ビ
ス
）**

な
ん
で
す
！ 

キ
ム
チ
、
ナ
ム
ル
、
も
や
し
、
大
根
、
水
キ
ム
チ
、
昆
布
な
ど
…
… 

こ
れ
ら
は
発
酵
食
品
や
酵
素
た
っ
ぷ
り
の
自
然
な
食
材
ば
か
り
。 

胃
を
優
し
く
整
え
て
く
れ
る
か
ら
、
ど
れ
だ
け
食
べ
て
も
胃
も
た
れ
知

ら
ず
！ 

つ
ま
り
、
韓
国
の
“食
文
化
”っ
て
本
当
に
理
に
か
な
っ
て
る
ん
で
す
よ

ね
。 

な
ぜ
韓
国
は
こ
こ
ま
で
「食
文
化
」が
発
達
し
た
の
か
？ 

そ
れ
は
ズ
バ
リ
、
“気
候
と
民
族
性
”の
影
響
で
す
。 

韓
国
は
冬
が
寒
く
、
保
存
が
必
要
な
た
め
「発
酵
食
品
」が
多
く
発
達
し

ま
し
た
。 

ま
た
、
家
族
で
食
卓
を
囲
む
文
化
が
強
く
、
「お
か
ず
は
分
け
合
う
」が

基
本
。 

そ
う
い
っ
た
“食
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
”が
、
食
文
化
を
ど

ん
ど
ん
深
く
、
豊
か
に
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 
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「い
つ
か
行
こ
う
」は
訪
れ
ま
せ
ん
！ 

今
回
、
初
め
て
の
釜
山
に
行
っ
て
強
く
感
じ
た
こ
と
。 

「い
つ
か
行
こ
う
」は
、
絶
対
に
訪
れ
ま
せ
ん
！ 

「い
つ
か
」は
永
遠
に
や
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
。 

や
る
な
ら
今
、
行
く
な
ら
今
。 

人
は
誰
で
も
、
年
齢
と
と
も
に
「体
力
」「行
動
力
」が
落
ち
ま
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
体
力
の
あ
る
う
ち
に
こ
そ
、
遠
く
に
行
く
。
新
し
い
体
験

を
す
る
。 

こ
れ
が
運
気
を
開
く
最
高
の
ス
イ
ッ
チ
に
な
り
ま
す
。 

日
本
に
は
、
１
０
０
０
兆
円
の
「使
わ
れ
て
い
な
い
預
金
」が
あ
り
ま
す
。 

日
本
に
は
、
現
預
金
だ
け
で
約
１
０
０
０
兆
円
以
上
が
眠
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
が
、
日
本
経
済
が
停
滞
す
る
最
大
の
理
由
。 

お
金
は
、
使
っ
て
こ
そ
、
価
値
が
生
ま
れ
る
も
の
。 

人
に
渡
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
変
わ
り
、
経
験
に
変
わ
る
こ
と
で
、
世
の
中
は

循
環
し
始
め
ま
す
。 

健
康
も
同
じ
。 

動
か
な
け
れ
ば
、
身
体
は
ど
ん
ど
ん
固
く
な
り
、
病
気
に
な
り
ま
す
。 

お
金
も
、
健
康
も
、
「止
ま
っ
て
い
た
ら
、
腐
っ
て
し
ま
う
」ん
で
す
。 

さ
あ
、
一
緒
に
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

今
日
の
こ
の
瞬
間
を
、
大
切
に
。 

ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
景
色
を
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

「旅
に
出
る
こ
と
」「お
金
を
使
う
こ
と
」「体
験
す
る
こ
と
」 

こ
れ
は
、
未
来
の
自
分
へ
の
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。 

一
緒
に
、
人
生
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

編
集
・発
行
：清
水
友
浩 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
（京
都
伏
見
） 

 

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
／
開
運
施
術
／
交
通
事
故
対
応
／
食
事
指

導 

 

公
式L

IN
E

か
ら
健
康
・運
気
ア
ッ
プ
情
報
を
毎
週
配
信
中
！ 

      

連 

絡 

先 a
d

io
lif

e
c
h

iro
p

ra
c
tic

@
g
m

a
il.c

o
m

  

電
話
番
号 

０
７
５-

２
０
０-

６
１
２
４ 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
は
交
通
事
故
の
治
療
も
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

日
常
の
ケ
ガ
も
手
当
て
し
ま
す
。
「あ
！
こ
け
ち
ゃ
っ
た
」「足
首
や
手
首
を

捻
挫
し
ち
ゃ
っ
た
」「ぶ
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
」場
合
や
ご
家
族
や
知
人
で
交
通

事
故
の
ケ
ガ
に
遭
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
柔
道
整
復
師
は
ケ
ガ
を
治
す
プ
ロ
で
す
。
「こ
れ
く
ら
い
で

大
丈
夫
」と
思
っ
て
放
置
し
て
骨
折
し
て
い
た
人
も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
ダ

イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
。 

ス
タ
ッ
フ
一
同
超
健
康
を
あ
な
た
へ
！ 

純
情
と
書
い
て
「す
な
お
」で

朗
ら
か
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー
川

柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ
社
編

集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
餅
食
べ
る 

前
に
一
応 

腹
く
く
る 

ヤ
マ
ダ
タ
オ
（
男
性
・
北
海
道
・
56

歳
・
会
社
員
） 

・
爺
ち
ゃ
ん
が 

描
き
足
し
て
い
る 

生
命
線 

野
瀬
智
慧
子
（
女
性
・
千
葉
県
・
75

歳
・
無
職
） 

・
「や
め
と
く
れ
」 

た
だ
の
寝
坊
で 
脈
と
ら
れ 

く
ず
れ
荘
の
管
理
人
（
男
性
・
大
阪
府
・
49

歳
・
会
社
員
） 

・
猫
ま
で
が 

妻
の
真
似
し
て 

俺
ま
た
ぐ 

見
辺
千
春
（
男
性
・
東
京
都
・
69

歳
・
契
約
社
員
） 

・
絵
手
紙
で 

い
い
味
出
し
て
る 

震
え
る
字 

角
森
玲
子
（
女
性
・
島
根
県
・
48

歳 

自
営
業
） 

・
気
が
付
け
ば 

母
の
と
し
超
え 

我
を
知
る 

井
上
親
子
（
女
性
・
山
梨
県
・
78

歳
・
無
職
） 

・
五
郎
丸 

ま
ね
て
念
仏
か
と 

訊
か
れ 

カ
バ
の
妻
（
女
性
・
北
海
道
・
55

歳 

パ
ー
ト
） 

・
見
栄
と
欲 

捨
て
て
し
ま
え
ば 

生
き
仏 

原
好
英
（
男
性
・
静
岡
県
・
91

歳
・
無
職
） 

・
金
よ
り
も 

大
事
な
も
の
が 

無
い
老
後 

梶
政
幸
（
男
性
・
千
葉
県
・
51

歳
・
自
営
業
） 

・
チ
ン
を
し
て 

出
す
の
忘
れ
て 

冷
蔵
庫 

山
本
加
代
子
（
女
性
・
岩
手
県
・
67

歳･

主
婦
） 

昭和クイズの答え 

第 1問【照和】  第 2問【もはや戦後ではない】 

第 3問【長渕剛さん】  第 4問【シャボン玉ホリデー】 

第 5問【仮面ライダー】  第 6問【夫婦橋、三笠優子さん歌 

他に夫婦船とか】  第 7 問【大原麗子さん】 

16 



 

  

17 



 

  最
近
の
若
い
子
っ
て
の
は
… 

 

      

一
カ
月
ほ
ど
前
、
桃
山
南
口
の
コ
ン
ビ
ニ
の
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

軽
い
食
事
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
何
や
ら
後
ろ
で
若
い
店
員
と

五
十
歳
代
く
ら
い
の
男
性
が
も
め
て
い
ま
し
た
。
店
か
ら
出
て
行
こ
う

と
す
る
男
性
を
若
い
店
員
が
阻
止
し
て
い
た
ん
で
す
。
「
こ
の
お
っ
ち
ゃ

ん
、
万
引
き
で
も
し
た
の
か
な
…
」
最
初
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
聞
こ
え
て
く
る
２
人
の
声
を
聞
い
て
い
る
と
、
思
っ
て
い
た

の
と
違
っ
て
い
た
ん
で
す
。 

若
い
店
員
さ
ん
は
男
性
を
落
ち
着
か
せ
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
席

に
座
ら
せ
て
丁
寧
に
話
し
か
け
て
い
ま
す
。
夕
方
で
お
客
さ
ん
が
混
ん

で
き
て
い
る
の
に
そ
の
男
性
に
つ
き
っ
き
り
で
、
も
う
１
人
の
ア
ジ
ア
系

外
国
人
の
若
い
店
員
さ
ん
は
文
句
も
言
わ
ず
、
不
満
な
顔
も
せ
ず
淡
々

と
接
客
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
若
い
店
員
さ
ん
は
そ
れ
か
ら
１
１
０
番

に
通
報
し
ま
し
た
。 

ど
う
や
ら
五
十
歳
代
の
男
性
は
認
知
症
で
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
、
帰

り
道
を
聞
き
に
コ
ン
ビ
ニ
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
「
様
子
が
お
か
し
い
…
こ

の
人
、
も
し
も
認
知
症
な
ら
こ
の
ま
ま
店
の
外
に
出
た
ら
事
故
が
起
き 

る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
路
頭
に
迷
い
帰
宅
で
き
な
く
な
る
可
能
性

す
ら
あ
る
」
そ
う
判
断
し
た
若
い
コ
ン
ビ
ニ
店
員
さ
ん
が
店
の
外
に
出
さ

な
い
よ
う
に
し
て
警
察
に
通
報
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
。 

そ
れ
が
分
か
っ
て
か
ら
警
官
が
来
る
ま
で
の
間
に
私
も
二
人
に
声
を

か
け
ま
し
た
。
男
性
は
「
私
は
認
知
症
だ
か
ら
家
族
に
場
所
が
分
か
る
よ

う
ス
マ
ホ
に
位
置
情
報
ア
プ
リ
を
入
れ
て
い
る
」
と
仰
る
も
の
の
、
見
せ

て
い
た
だ
い
た
ス
マ
ホ
は
充
電
切
れ
の
状
態
で
し
た
。 

そ
こ
で
私
が
持
っ
て
い
た
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を
貸
し
て
あ
げ
、
充

電
す
る
と
電
話
帳
か
ら
家
族
へ
の
連
絡
先
も
分
か
り
、
警
察
官
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

概
ね
ご
家
族
と
の
連
絡
が
つ
い
た
の
を
確
認
し
店
を
出
る
時
、
店
員

さ
ん
に
「
君
、
若
い
の
に
本
当
に
立
派
だ
ね
！ 

君
の
初
期
対
応
は
完
璧

だ
と
思
い
ま
す
。
良
い
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
」
自
然
と
そ
ん

な
言
葉
が
私
の
口
か
ら
出
て
い
ま
し
た
。 

次
は
そ
ん
な
や
り
と
り
が
あ
っ
て
一
カ
月
も
経
た
な
い
あ
る
日
の
こ

と
で
す
。
仕
事
の
最
中
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
移
動
し
て
い
る
時
、
歩
道
を
歩

い
て
い
た
高
齢
の
女
性
が
突
然
前
の
め
り
に
倒
れ
た
ん
で
す
。
慌
て
て

バ
イ
ク
を
道
路
の
端
に
止
め
て
高
齢
女
性
に
近
づ
き
ま
し
た
。 

そ
の
時
た
ま
た
ま
私
の
後
ろ
を
走
っ
て
い
た
車
か
ら
、
運
転
し
て
い
た

若
い
女
性
も
降
り
て
こ
ら
れ
た
の
で
、
２
人
で
倒
れ
た
高
齢
女
性
に
声

を
か
け
た
ん
で
す
。 

高
齢
女
性
は
前
の
め
り
に
顔
か
ら
倒
れ
た
の
で
、
骨
折
を
疑
い
救
急

車
を
呼
ぶ
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
自
力
で
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き 

 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 
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訪問リハビリマッサージ 
歩行困難で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方は 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です（施術時間３０分） 

三宅治療院  
初回訪問は無料です。料金・施術内容等、お気軽にお問い合わせください。 

電話 090-9887-0038 

三宅治療院のホームページはこちらの QR コードを 

スマホのカメラで読み取ってください 

る
状
態
で
し
た
。
で
も
、
顔
や
指
先
、
足
か
ら
か
な
り
の
出
血
が
あ
る
状

態
で…
。
「
家
は
す
ぐ
そ
こ
な
ん
で
す
。
高
木
町
な
ん
で
、
歩
い
て
帰
り
ま

す…

」
そ
う
言
う
高
齢
女
性
に
、
私
の
後
ろ
を
走
っ
て
い
た
車
か
ら
降
り

て
き
た
若
い
女
性
は
「
私
が
家
ま
で
お
送
り
し
ま
す
」
っ
て
仰
っ
た
ん
で

す
！ 私

が
小
声
で
「
車
の
シ
ー
ト
が
血
だ
ら
け
に
な
り
ま
す
よ…

」
っ
て
言

っ
て
も
「
良
い
で
す
！ 
大
丈
夫
で
す
！
」
っ
て
仰
る
ん
で
す
！ 

綺
麗
な

車
な
の
に
！ 

ま
ぁ
優
し
く
っ
て
立
派
な
人
だ
な
っ
て
感
心
し
ま
し
た
。 

と
り
あ
え
ず
伏
見
区
の
高
木
町
っ
て
ど
の
辺
だ
ろ
う
と
思
い
ス
マ
ホ

で
検
索
し
て
い
た
ら
伏
見
区
に
高
木
町
っ
て
い
う
の
は
無
さ
そ
う
だ
な

…

？ 

あ
れ
っ
て
思
っ
て
い
た
ら
「
家
は
北
大
路
で…

」な
ど
と
仰
り
出
し

て…

。 

そ
の
時
に
気
が
つ
い
た
ん
で
す
。
こ
の
方
認
知
症
だ
な
っ
て
。
そ
れ
か

ら
伏
見
警
察
に
電
話
し
て
到
着
し
た
警
官
に
事
情
を
説
明
し
て
現
場
を

離
れ
る
際
に
、
若
い
人
に
「
そ
ば
に
貴
女
が
い
て
く
れ
て
心
強
か
っ
た
で

す
。
あ
り
が
と
う
！
」
っ
て
言
葉
が
自
然
と
私
の
口
か
ら
出
て
い
ま
し

た
。 そ

こ
の
現
場
を
離
れ
、
落
ち
着
い
て
か
ら
ネ
ッ
ト
で
「
認
知
症 

行
方

不
明
者
」
っ
て
検
索
し
た
ら
昨
年
７
月
の
新
聞
記
事
で
昨
年
１
９
０
３
９

人
、
そ
の
う
ち
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
方
が
５
０
２
人
と
あ
り
ま
し
た
。 

認
知
症
の
行
方
不
明
者
は
こ
の
１
０
年
で
１
・
８
倍
に
増
加
し
て
い

る
と
も
。 

発
見
に
至
る
経
緯
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
き
っ
か
け
に
な
る
場
合
も
あ
る
よ
う

で
す
の
で
、
該
当
し
そ
う
な
方
に
はA

irT
a
g

な
ど
を
身
に
着
け
て
お 

 

い
て
も
ら
う
の
も
一
つ
の

手
段
だ
と
思
い
ま
す
。 

先
の
例
の
よ
う
に
、
ス
マ

ホ
の
位
置
情
報
ア
プ
リ
を

使
用
し
て
い
て
も
す
ぐ
に

電
池
切
れ
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、A

irT
a
g

な
ら
電
池
切
れ
に
な
る
ま

で
の
時
間
が
圧
倒
的
に
長

い
で
し
ょ
う
か
ら
。
そ
れ
に

し
て
も
最
近
の
若
い
子
っ

て
の
は
本
当
に
立
派
だ
な

っ
て
思
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

し
た
！ 

＊
６
月
５
日
（
木
曜
日
）

朝
９
時
３
０
分
～
１
１
時

ま
で
万
帖
敷
会
館
を
借
り

ま
し
た
。
雑
談
・
セ
ル
フ
ケ

ア
指
導
・
施
術
（
先
着
順 

無
料
）
な
ど
を
す
る
予
定
で

す
。
是
非
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。 
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「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ご
利
用
者
作
の 

思
い
出
の
油
絵
」 

 

 

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
相
談
員
と
し
て
業
務
し
て
お
り
ま
す
林
と

申
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

２
０
２
５
年
は
団
塊
の
世
代
で
１
９
４
７
年
か
ら
の
第
１
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
の
方
が
７
５
歳
以
上
と
後
期
高
齢
者
と
な
り
２
０
２

５
年
問
題
と
し
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
当
施
設
の
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
昔
な
が
ら
の
措
置
施
設
で
あ
り
、
８
０
名/

全

室
２
人
部
屋
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
市
内
に
あ
る
個
室
の
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
比
べ
希
望
さ
れ
る
方
が
少
な
い
の
が
現
状
で
相
談
員

の
立
場
と
し
て
は
日
々
悩
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
よ
り
お
元
気
な
方

が
多
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
ご
自
身
で
外
出
さ
れ
「
シ
ニ
ア
大

学
」
に
通
学
さ
れ
て
い
る
方
、
「
旅
行
」
に
い
か
れ
て
い
た
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
ご
自
身
で
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
し
、
「
海
外
旅

行
」
に
行
か
れ
て
い
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

あ
る
ご
利
用
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ス
ペ
イ
ン
に
行
か
れ
た
際

に
見
た
景
色
を
、
絵
画
に
す
る
の
が
趣
味
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ

ら
を
油
絵
で
再
現
さ
れ
今
で
も
食
堂
や
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
飾
ら

社
会
福
祉
法
人 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

 

京
都
老
人
ホ
ー
ム
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

相
談
員 

林 
 

智 

代 

養護大食堂 
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て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
風
景
画
が
基
本
で
し
た
が
、
事
業
所
開

所
時
の
絵
や
行
事
で
使
用
す
る
式
幕
を
書
道
で
書
い
て
く
だ
さ

っ
た
り
も
し
ま
し
た
。 

そ
の
方
は
そ
の
後
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
退
所
し
在
宅
復
帰

さ
れ
、
お
一
人
で
生
活
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
自
身

の
ペ
ー
ス
で
生
活
さ
れ
る
中
で
時
々
電
話
や
直
接
お
顔
を
見
せ

て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
当
時
に
描
か
れ
た
絵
画
は
今
も
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

物
内
に
飾
っ
て
あ
り
、
知
っ
て
い
る
職
員
は
そ
れ
を
見
る
と
当
時

を
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

２
０
２
５
年
と
い
え
ば
、
関
西
万
博
開
催
の
年
で
あ
り
前
回

の
大
阪
万
博
か
ら
５
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
し
て
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
自
身
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
子
供
の
方

が
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
、
開
催
し
て
２
週
間

後
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

感
想
と
し
て
疲
労
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
『
行
っ
て
良
か
っ

た
な
ぁ
』
と
感
じ
ま
し
た
。
大
屋
根
リ
ン
グ
や
様
々
な
パ
ビ
リ
オ

ン
、
昼
間
に
見
る
感
じ
と
日
が
暮
れ
て
か
ら
見
る
感
じ
で
は
本

当
に
別
物
に
近
い
ぐ
ら
い
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

昼
は
気
温
も
高
く
暑
い
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
夕
方
か
ら
夜
に

か
け
て
海
風
も
あ
り
上
着
を
着
て
い
て
も
寒
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

か
ら
関
西
万
博
に
行
こ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
万
全
の
体
制
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

今
年
も
暑
く
な
る
こ
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
熱
中
症
等

体
調
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

2016 ＮＹマンハッタン 1（大食堂） 

2016 ＮＹマンハッタン2（大食堂） 

2017スペイン メスキ－タ 

（養護棟階段） 
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働
き
を
し
て
い
く
よ
う
に
。
う
っ
か
り
ミ
ス
を
防
ぎ
、
乗
り
物
に
は

特
に
注
意
を
払
う
事
が
必
要
で
す
。
物
事
の
処
理
は
前
半
に
す
る

こ
と
。
吉
方
位
は
東
南
・
西
北
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
諸
事
支
障
は
多
い
が
忍
耐
し
て
決
行
す
れ
ば
思
い
通
り
に
運

ぶ
月
。
人
に
よ
っ
て
酒
色
の
散
財
が
あ
る
。
部
下
に
関
す
る
心
配
や
、
盗

難
遺
失
物
等
も
あ
り
が
ち
で
あ
る
。
月
末
は
病
難
に
注
意
。
自
己
の

研
磨
、
研
修
を
重
視
し
、
取
引
、
交
友
関
係
等
に
も
穏
和
な
態
度
で

接
す
る
事
。
現
状
維
持
を
基
本
に
辛
抱
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
な

し
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
や
っ
と
芽
を
出
し
た
若
木
が
、
天
を
目
指
し
て
伸
び
よ
う
と
す
る
よ

う
な
、
上
昇
に
向
か
う
変
化
運
で
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
進
展

が
見
ら
れ
ま
す
。
他
人
の
甘
言
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

浪
費
に
よ
る
赤
字
や
口
論
は
運
勢
を
凶
転
さ
せ
ま
す
。
物
事
の
処
理

は
後
半
に
す
る
こ
と
。
遅
ら
せ
る
ほ
ど
よ
い
。
吉
方
位
は
北
。 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
進
運
の
月
だ
か
ら
、
何
事
も
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
に
進
ん
で
計
画
実
行

す
る
方
が
よ
い
。
辰
巳(

東
南)

か
戌
亥
（
西
北
）
の
方
か
ら
援
助
が
あ

り
、
早
く
成
就
す
る
。
事
前
に
綿
密
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
と
、
大
風

呂
敷
を
広
げ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
吉
方
位
は
南
、
東
南
、
西
北
。 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

六
月
（
七
赤
金
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
月
六
日
（
亡
種
） 

か
ら
七
月
六
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
外
見
は
良
運
に
見
え
る
が
、
内
実
は
煩
悶
が
多
く
、
親
し
い
人
と

争
い
を
生
じ
や
す
い
と
き
。
新
事
業
、
普
請
、
開
店
等
は
見
合
わ
す

方
が
よ
い
。
特
に
浪
費
を
慎
み
、
倹
約
を
心
掛
け
、
精
神
的
悩
み
に

負
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
変
化
の
月
で
現
状
維
持
を
心
掛
け

る
こ
と
。
吉
方
位
は
北
、
東
南
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
運
気
好
調
、
努
力
が
実
を
結
ぶ
時
。
特
に
吉
神
の
良
好
な
働
き

に
よ
り
、
十
分
な
活
躍
が
望
め
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
精
一
杯
の 

令和 7 年 6 月七赤金星 
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ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 

http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 
〒604-8006 

京都市中京区河原町通御池下 

丸屋町 403 ＦＩＳビル 2Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
時
を
得
て
、
全
能
力
を
発
揮
し
て
好
結
果
を
得
ら
れ
る
吉
運

期
で
す
。
働
け
ば
働
く
程
に
周
囲
に
認
め
ら
れ
て
、
大
い
に
報
わ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ゆ
っ
た
り
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
自
信
を
持
っ
て

事
に
当
た
れ
ば
万
事
順
調
で
す
。
腰
を
落
ち
着
け
て
物
事
に
取
り
組

ん
で
下
さ
い
。
未
婚
の
男
女
は
相
手
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
さ
れ
た
り

う
れ
し
い
こ
と
が
生
じ
る
月
で
す
。
吉
方
位
は
南
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
今
月
の
運
気
は
波
乱
含
み
で
、
気
付
い
た
時
に
は
足
元
か
ら
崩
壊

が
始
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
守
り
に
徹
し
て
英
気
を
養
う

こ
と
が
良
策
で
す
。
金
銭
管
理
は
し
っ
か
り
と
し
、
他
人
、
金
銭
貸
借
、

保
証
人
な
ど
は
凶
で
す
。
何
人
も
中
宮
に
入
る
月
は
静
観
を
す
る

月
と
心
得
る
こ
と
。
胃
腸
の
疾
病
に
注
意
が
必
要
で
す
。
吉
方
位
は

東
南
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

→
行
動
意
欲
が
高
ま
り
、
社
会
的
に
活
躍
す
る
好
機
に
恵
ま
れ
る
で
し

ょ
う
。
諸
事
好
調
に
運
ぶ
が
、
酒
色
の
た
め
に
失
敗
や
損
失
が
あ
る

か
ら
注
意
す
る
こ
と
。
共
同
事
業
や
契
約
事
は
も
つ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

穏
や
か
に
処
理
す
る
の
が
得
策
で
あ
る
。
吉
方
位
は
南
。 

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
異
性
の
友
人
や
、
新
し

い
出
会
い
に
も
期
待
で

き
ま
す
。
し
か
し
遊
興
に

ウ
ツ
ツ
を
ぬ
か
し
て
い
る

と
、
物
事
が
完
成
前
に
駄

目
に
な
る
暗
示
が
あ
り
ま

す
。
特
に
異
性
問
題
や
浪

費
と
言
葉
に
よ
る
過
失
に

注
意
が
必
要
で
す
が
、
相

手
か
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を

受
け
た
り
新
し
い
恋
人
が

生
ま
れ
る
月
で
も
あ
り
ま

す
。
吉
方
位
は
北
、
南
、
西

北
。 
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る
。
お
菓
子
の
袋
な
ん
か
、

以
前
は
ス
ッ
と
裂
け
た
の

に
、
今
じ
ゃ
手
こ
ず
っ
て
結

局
ハ
サ
ミ
頼
り
。
箱
を
開
け

る
の
も
一
苦
労
。
な
ん
で
こ

ん
な
に
固
い
の
か
な
…
。
や

っ
ぱ
り
情
け
な
い
。
今
じ

ゃ
、
ハ
サ
ミ
を
あ
ち
こ
ち
に

置
い
て
、
武
装
し
て
い
る
み

た
い
に
な
っ
て
い
る
。
で

も
、
こ
れ
、
な
ん
と
か
鍛
え

ら
れ
な
い
も
の
か
。
握
力
？

指
の
体
操
？ 

何
か
、
や
ら

な
け
れ
ば･･･
。 

実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
四
百
七
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
七
年
六
月
一
日
発
行 

 
 
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

 
 
 a

d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

 
 

 
 

 
 

 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
５
月
上
旬
、
飼
っ
て
い
る
メ
ダ
カ
の
う
ち
半
数
ほ
ど
が
水
面
に
浮
か
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
お
腹
が
大
き
く
、
こ
れ
か
ら
産
卵
を
控
え
て
い
た
個
体

も
多
く
、
た
い
へ
ん
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
思
い
当
た
る
こ
と
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
暑
い
日
が
続
い
た
の
に
水
面
が
下
が
っ
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
た
こ
と
。
産
卵
が
増
え
る
と
思
っ
て
エ
サ
を
変
え
た
こ
と
。
藻

が
異
常
に
増
え
て
い
た
の
を
放
置
し
た
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
、
水
が
ド

ブ
の
よ
う
な
に
お
い
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
日
様
子
を
見
て

し
ま
っ
た
こ
と
。
い
ず
れ
も
メ
ダ
カ
に
と
っ
て
よ
く
な
い
環
境
を
つ
く
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
産
卵
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
け
に
、
後
悔
し
て
い
ま
す
。
そ
の
日
の
う
ち
に
す
べ
て
の
鉢
の
水

を
入
れ
替
え
、
昨
年
ま
で
の
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
中
心
に
戻
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
産
卵
と
孵
化
が
始
ま
り
、
今
で
は
数
ミ

リ
ほ
ど
の
小
さ
な
命
を
探
す
の
が
毎
朝
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過

ぎ
た
こ
と
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、
反
省
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
を

メ
ダ
カ
と
と
も
に
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

◎
ま
た
や
ら
か
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夕
食
の
時
間
、
の
ん
び
り
と
食
卓
に

つ
い
て
い
た
そ
の
と
き
、
「
ギ
ヤ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
」
と
、
妻
の
絶
叫
。
ま
る
で

ホ
ラ
ー
映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
な
に
ご
と
か
と
振
り
返
る
と
、
指
さ

す
先
に
は
ソ
フ
ァ
ー
。
そ
こ
に
い
た
「
変
な
虫
」。
し
か
し
、
よ
ー
く
見
て
み

る
と
…
そ
れ
は
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
コ
ー
ン
。
見
間
違
え
ら
れ
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
コ

ー
ン
も
災
難
だ
が
、
犯
人
捜
し
は
す
ぐ
に
始
ま
る
。
ソ
フ
ァ
ー
で
お
菓
子

を
食
べ
た
の
は
、
だ
れ
。
す
ぐ
に
自
白
。
は
い
、
私
で
す
。
お
金
で
も
出
て

き
た
ら
許
し
て
も
ら
え
る
か
と
「
つ
い
で
に
小
銭
も
探
し
て
み
て
」
と
茶

化
し
た
ら
、
逆
に
冷
た
い
視
線
が
突
き
刺
さ
っ
た
。
そ
の
場
の
空
気
は
、

キ
ャ
ラ
メ
ル
コ
ー
ン
よ
り
も
冷
た
か
っ
た
。
反
省
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
。

で
も
、
今
後
も
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
ソ
フ
ァ
ー
で
お
菓
子
を
食
べ
て
い
る

自
分
の
姿
が
、
ど
う
し
て
も
目
に
浮
か
ぶ
。
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
よ
う
。
い
や
、
そ
う
い
う
問
題
で
は
な
い
と
分
か
っ
て
は
い
る
の
で
す

が･･･

。 

◎
な
ん
だ
か
最
近
、
指
先
の
力
が
弱
く
な
っ
て
き
た
気
が
す
る
。
ボ
タ
ン
が

う
ま
く
留
め
ら
れ
な
い
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
フ
タ
も
や
け
に
固
く
感
じ
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